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8
月
6
日
（
日
）
修
徳
ふ

れ
あ
い
広
場
実
行
委
員
会
主

催
の
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
．
m
修
徳

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
森
実
行

委
員
長
以
下
役
員
、
各
種
団

体
、
各
町
会
長
、
福
祉
施
設

修
徳
、
児
童
館
、
図
書
館
の

み
な
さ
ん
が
前
日
、
当
日
と

精
力
的
に
準
備
作
業
を
行
わ

れ
ま
し
た
。

5
日
（
土
）
前
日
、
施
設

4
階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
会
場
を

照
ら
す
照
明
装
置
の
設
置
は

交
通
対
策
協
議
会
が
作
業
を

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
イ

ラ
ス
ト
の
バ
ッ
ク
幕
は
福
祉

施
設
修
徳
の
方
を
中
心
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
の
制

作
と
、
施
設
一
階
の
手
す
り

の
取
り
外
し
作
業
は
、
決
め

ら
れ
た
手
順
を
守
る
こ
と
と

コ
ツ
が
必
要
で
、
例
年
決
ま

っ
た
委
員
が
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
大
テ
ン
ト
の

組
み
立
て
は
、
た
い
へ
ん
な

カ
仕
事
な
の
で
力
自
慢
の
リ

ー
ダ
ー
の
も
と
手
慣
れ
た
メ

ン
バ
ー
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

会
場
用
の
簡
単
テ
ン
ト
の
組

み
立
て
や
ノ
ボ
リ
の
組
み
立

て
は
町
会
長
と
女
性
委
員
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

6
日
（
日
）
当
日
は
車
両

通
行
止
め
と
な
っ
た
徳
万
町

側
の
準
備
、
休
憩
用
椅
子
テ

ー
ブ
ル
の
組
み
立
て
、
模
擬

店
ブ
ー
ス
の
準
備
な
ど
を
全

員
で
行
い
ま
し
た
。
万
寿
寺

通
り
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は

少
年
補
導
委
員
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

自
治
連
合
会
福
井
会
長
の

挨
拶
に
よ
り
始
ま
っ
た
祭
り

は
、
例
年
に
も
増
し
て
盛
大

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
の
新
企
画
は
「
修
徳
む
か

し
写
真
展
」
。
こ
れ
は
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
が
学
区
民

に
手
持
ち
の
古
い
写
真
を
募

集
さ
れ
、
パ
ネ
ル
展
示
を
さ

れ
た
企
画
で
す
。
懐
か
し
い

写
真
の
数
々
に
見
学
者
は
感

慨
深
げ
で
し
た
。

途
中
、
短
時
間
で
す
が
雨

が
降
り
ま
し
た
。
か
な
り
激

し
く
降
っ
た
時
間
帯
も
あ
り
、

女
性
会
の
模
擬
店
コ

ー
ナ
ー

の
テ
ン
ト
が
雨
漏
り
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
食
材
や
機
材
を
濡
ら
し
て

し
ま
い
、
女
性
会
の
み
な
さ

ん
に
は
、
た
い

へ
ん
な
ご
苦

労
が
あ
り
ま
し
た。

こ
の
点

は
反
省
を
し
、
来
年
以
降
は

改
善
対
策
が
必
要
か
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、
大
き
な
事
故
は

な
く
、
心
配
ざ
れ
た
食
中
毒
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修徳社会福祉協議会

毎
年
‘
社
会
福
祉
法
人

下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
助
成
金
を
い
た

だ
い
て
、
広
毅
紙
作
成

の
一
助
に
い
た
し
て
お

リ
ま
す
。

の
発
生
も
な
く
終
え
ら
れ
た

こ
と
は
、
森
実
行
委
員
長
を

は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
の
ご

努
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編

集

部

浅

野

三
朗

11
月
14
日
（
月
）

3
時
25

分
頃
、
万
寿
寺
通
新
町
西
入

る
路
上
で
、
徒
歩
で
帰
宅
中

の
女
性
が
後
方
に
人
の
気
配

が
し
た
た
め
振
り
向
い
た
と

こ
ろ
、
下
半
身
を
露
出
し
た

男
を
目
撃
し
た
。
男
の
特
徴

は
20
歳
代
後
半
、
中
肉
170cm

位
、
パ
ー
マ
頭
。

今
年
4
月
25
日
（
火
）
夜

に
も
布
屋
町
で
下
半
身
露
出

男
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
男
の
特
徴
は
、

20

5
3
0
歳、

180cm
位
、
痩
せ
型
。

両
件
が
同
一
人
物
か
ど
う
か

は
未
確
定
で
す
が
出
現
場
所

は
非
常
に
近
い
で
す
。

夜
間
女
性
の
ひ
と
り
歩
き

は
注
意
し
て
下
さ
い
。

防
犯
推
進
委
員
会

会
長
間
場
照
夫

平
成
18
年
か
ら
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
（
既
存
住
宅

は
23
年
ま
で
猶
予
）
。

当
時
、
自
主
防
災
会
を
中

心
に
自
治
連
合
会
と
し
て
設

置
促
進
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
消
防
団
も
高
齢
者

世
帯
の
警
報
器
取
り
付
け
作

業
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

こ
の
当
時
に
設
置
さ
れ
た

も
の
は
寿
命
を
迎
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
「
自
動
試
験
機
能

付
」
の
も
の
は
機
能
等
の

寿
命
が
き
た
ら
ブ
ザ
ー
や
音

声
で
知
ら
せ
ま
す
。
自
動
試

験
機
能
の
付
い
て
い
な
い
も

の
は
「
交
換
期
限
」
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
期
限

が
き
た
ら
電
池
交
換
が
必
要

5
月
24
日
（
木
）
ホ
テ
ル

日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の

挨
拶
の
後
、

28
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
新
役
員
改

選
に
依
り
下
京
北
地
区
更
生

保
護
女
性
会
会
長
に
修
徳
の

川
成
由
美
子
様
が
拍
手
に
よ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
29年
度
、

30
年
度
の
活
動
と
し
て
教
育
、

教
養
を
深
め
る
活
動
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
り
た
い
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

29
年
度
の
行
事
予
定
、
予

算
の
報
告
が
あ
り
、
前
会

長

・
保
護
司
で
も
あ
る
豊
園

学
区
の
西
村
由
紀
子
様
に
活

動
の
お
話
を
承
り
ま
し
た
。

各
学
区
の
役
員
・
理
事
の

吸
災
警
報
器

住
宅
用
警
報
器
の
電
池
切
れ

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
10
年
以
上
経
っ
た

も
の
は
、
経
年
劣
化
に
よ
る

セ
ン
サ
ー
の
感
度
低
下
が
考

え
ら
れ
ま
す
の
で、

電
池
交

換
で
は
な
く
、
本
体
ご
と
更

新
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点

検
や
交
換
に
つ
い
て
は
、
お

近
く
の
消
防
団
員
に
お
気
軽

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い

方
は
急
ぎ
取
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。
取
り
付
け
が
必
要
な

場
所
や
取
り
付
け
位
置
は
一

定
の
規
則
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
も
消
防
団
員
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

方
々
に
よ
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア

に
と
ん
だ
品
物
、
手
の
こ
ん

だ
手
作
り
の
品
々
を
提
供
し

て
頂
き
、
総
会
参
加
者

(63

名
）
に
お
買
い
上
げ
、
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
。

下
京
北
区
更
生
保
設
と
は
、

修
徳
、
格
致
、
豊
園
、
郁
文
、

有
隣
、
成
徳
、
永
松
、
開
智
、

醒
泉
、
光
徳
の

10
学
区
の
集

ま
り
で
す
。

修
徳
更
生
保
護
女
性
会

会

長

谷

D
よ
し
子

10
月
23
日
（
月
）
未
明
、

台
風
21
号
の
影
響
で
桂
川
が

増
水
し
氾
濫
の
恐
れ
が
で
た

た
め
、
七
条
、
西
大
路
、
七

条
第
一
二
各
学
区
に
「
避
難
準

備
•
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い

決
壊
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

修
徳
で
は
長
年
大
き
な
水

害
が
な
い
た
め
油
断
を
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
市
の

防
災
マ
ッ
プ
に
よ
り
ま
す
と

床
下
浸
水
想
定
地
域
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
西
洞
院
な
ど
低

い
場
所
で
は
床
上
浸
水
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
台
風
や

豪
雨
の
と
き
は
避
難
情
報
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

修
徳
消
防
分
団

発行貢任者福井謙三

編集貨任者浅野三朗
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゜
ま
た
も
露
出
魔
現
る



みんな で築 こ ろっ 楽 し い修徳 平成29年 12月7日 2
 

15人の認知症サポーター生まれる
約 5年前、女性会、修和会、社会福祉協議会、民生児童委員会、ま

ちづくり委員会、高齢サポート• 修徳（包括支援センター）がネット

ワークを組み、京都大学人間健康科学科教授木下彩栄先生のご支援を

得て、修徳学区で認知症を見守る活動を開始した。 しかし、やや具体

的な見守り体制に欠ける点が気になっていた。そのため、社会福祉協

議会の川成会長の大変なご協力をいただいて、社会福祉協議会の町委

員（福祉員）さんを、新組織「地域の生涯健康を創るネットワーク会

議（以後「ネットワーク会議」と略す）」の町委員を兼ねていただ＜

ことになった。さらに、「ネットワーク会議」のなかから、「認知症サ

ポーター」になってもらえる方々を募集し、応募していただいた15人

に研修を受けていただいた。

研修のなかでアンケートに回答していただいたところ、「認知症の

早期発見が大切なことがわかった」「症状を理解しその人を尊重して

対応できるようになる」との感想が半数に達した。「早期発見しては

じめて特効薬が大きく役立つことがわかる」「生活習慣病が認知症の

原因になることがわかった」など、関心の深さも目立った。

「ネットワーク会議」は、中村会長をはじめ幹事が、それぞれ数町

を総括し、各町認知症サポーターあるいは町委員と連携することで、

近くの「地域で認知症を見守るシステム」が構築できたと考えている

（別表参照）。町内で物忘れがひどいとか、徘徊されるとか、お悩みの

ご相談があれば、「認知症サポーター」に連絡をとるなど学区の皆様

のご理解とご協力をお願いしたいと考えている。

ネットワーク会議事務局

認知症を見守るシステム（敬称略）

小西 宏之

生
涯
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
集
い
を

9
月
20
日
に
催

し
ま
し
た
と
こ
ろ
大
勢
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
、
平
井
特
別

顧
問
、
小
林
顧
間
、
総
合
福

祉
施
設
修
徳
小
梶
施
設
長
に

も
ご
隣
席
を
い
た
だ
き
、
修

徳
自
治
連
合
会
福
井
会
長
に

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
4
月
に
認
知

症
を
テ
ー
マ
に
し
た
世
界
最

大
の
会
議
が
京
都
国
際
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
京
都
市
か
ら

「
認
知
症
患
者
を
守
る
活
動

を
」
と
の
声
か
け
が
地
元
に

あ
り
ま
し
た
。

修
徳
で
は
、
「
認
知
症
患

者
を
地
域
で
見
守
り
、
生
涯

健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
つ
く

り
」
を
目
的
と
す
る
新
組
織

「
地
域
の
生
涯
健
康
を
創
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

今
同
の
会
合
の

17
的
は
、

福
祉
施
設
修
徳
様
と
学
区
民

と
の
交
流
、
そ
し
て
介
設
保

険
制
度
を
よ
り
理
解
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
施
設
の
各

相
談
員
の
方
か
ら
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
介
談
保
険
は
い
つ
か
ら

使
え
る
の
か
」
、
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

特
別
旋
設
老
人
ホ
ー
ム
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
」
、
「
送

迎
や
食
事
、
医
療
体
制
に
つ

い
て
」
、
「
費
用
負
担
に
つ
い

て
」
な
ど
、
気
に
か
か
る
す

べ
て
の
こ
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
が
お
話
を
し
て
く
だ

さ
り
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
当
日
の
講
油
内
容
を

ま
と
め
た
小
冊
子
も
作
成
し

て
い
た
だ
き
参
加
者
全
員
に

配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

施
設
の
み
な
さ
ま
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
福
祉
施
設
修

徳
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

得
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
が

で
き
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い

こ
と
で
、
こ
の
地
域
に
住
ま

う
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

施
設
の
み
な
さ
ま
の
お
話

の
あ
と
、
手
製
の
十
二
支
力

ー
ド
を
お
配
り
し
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

私
見
で
す
が
、
認
知
症
を

み
西
の
年
生

の
人
も

ょ
ろ
し
くね

地
域
の
生
涯
健
康
を
創
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

長

順

恵

会

中

村

健
康
つ
く
り
交
流
会

防ぐ大きな要素は、孤狐

にならないことだと思っ

ております。今回のよう

に住民が一堂に会し諧演

を聴いたり、おしゃべり

をしたり、笑ったりと、

人と人がふれあう場とし

てこのネットワーク会議

がお役にたてればと感じ

ております。今後も相談

会などの行事を順次行う

予定です。この会の趣旨

をご理解いただき、是非

多くのみなさまにご参加

くださいますようにお願

いいたします。
ブロック総括 サポーター• 町委員

副会長山岸春子 (S) 京極 操 (s)(深草） 藤本世利子 （大江）

幹事数井靖子 (S) 松井よしみ（大堀） 幹事兼仁 （玉屋）
中村恵ー （吉水俊成） 一

会長中村順恵 (S) 会長兼任 （玉津島） 紺野美佳 （弁財天）
田中 一博 (s)(五烏悪王子）

幹事松本紀子 (S) 木下喜美代 (s)(坂東屋） 幹事兼任 （小田原）
田中直美（徳万）

幹事八木由紀子 (S) 間場美栄子（御供石） 平井 常夫 (S)(高砂）
青木 善ー (s)(元両替）

事務局齊藤清美 (S) 井上 涼子（中野之） 澤田泰弘 （材木）
谷口よ し子 (S)(富永）

幹 事 上田良子 (S) 高橋 文代 （藪下） 岩田恵司 （月見）
荒川 朱美 (s)(亀屋）

事務局小西宏之 (s) 事務局兼任 （布屋）

（注） S印はサポーター

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

の
花
の
園
作
り
を

6
月

7

日
（
水
）
午
後
7
時

S
9
時、

せ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル
に
於
い
て

行
い
ま
し
た
。

梅
雨
に
入
り
し
と
し
と
と

小
雨
の
天
候
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

57名
も
の
多

数
の
御
参
加
に
会
長
は
じ
め

役
貝
一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

せ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い

に
机
を
並
べ
会
長
の
心
の
こ

も
っ
た
挨
拶
の
後
、
参
加
者

全
員
が
花
の
園
作
り
に
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

今
回
の
行
事
は
早
く
か
ら

会
長
が
決
定
さ
れ
少
し
ず
つ

準
備
を
進
め
て
く
れ
て
お
り

ま
し
た
。

以
前
に
も
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
作
り
を
行
っ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は

講
師
に
た
よ
ら
ず
女
性
会
で

花
の
買
入
か
ら
花
作
り
の
準

備
に
到
る
ま
で
行
い
ま
し
た
。

舟
製
の
鉢
に
オ
ア

シ
ス
を
入
れ
、
そ
こ
に

バ
ラ
や
菊
の
花
を
中

心
に
苔
や
草
花
を
飾
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

生
か
し
て
可
愛
ら
し

く
出
来
上
が
っ
た
時
は
、

皆
様
笑
顔
で
グ
ル
ー

プ
の
人
達
と
出
来
栄

え
を
た
た
え
あ
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

準
備
が
よ
か
っ
た

体育振興会

◇春のグラウンドゴルフ大会

団体戦

優勝 大江A

2 位 徳万

3 位 小田原

会長

6月18日

山 岸 裕明

（日）元成徳校◇

（個人名はすべて敬称略）

個人戦

優勝 大辻（徳万）

2 位 福井（小田原）

3 位 平岩（月見）

団体戦入賞メンバー紹介
大江A:土岡・中村・松居•山岸

徳万：大辻• 川幡・下平 • 湯浅

小田原：福井夫妻• 松本 • 森末

ホールインワン達成者

齊籐清美 ・高橋美恵子・福井謙三 ・脇坂友理

5
月
28
日
（
日
）
梅
小
路

公
園
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
下

京
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
渡
辺
夫
妻

（
亀
屋
）
、
齊
藤

•

平
岩
（
月

見
）
、
石
田

・
樋
口
（
材
木
）
、

大
辻
•
川
幡
（
徳
万
）
、
向

井
夫
妻
（
元
両
替
）
、
土
岡
・

山
岸
（
大
江
）

9
月
9
日
（
日
）
七
条
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
親
睦
ナ
イ
タ
ー

・
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に

8
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
渡
辺
夫
妻

（
亀
屋
）
、
齊
藤
（
月
見
）
、

石
田
・
高
橋

・
樋
口
（
材
木
）
、

大
辻
（
徳
万
）
、
・
向
井
（
元

両
替
）

の
か
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完

成
さ
れ
ま
し
た
。
出
来
上
が

っ
た
お
花
を
お
持
ち
帰
り
頂

き
ま
し
た
。

き
っ
と
お
部
屋
に
美
し
く

飾
ら
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
。ご

参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。女
性
会齊
籐

清
美
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10
月
15
日
（
日
）
に
開
催

予
定
の
修
徳
ふ
れ
あ
い
大
運

動
会
は
雨
天
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
本
来
、

22
日

（
日
）
に
順
延
と
な
る
て
は

ず
で
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

す
ぐ
横
の
成
徳
学
区
自
治
会

館
が

22
日
に
行
わ
れ
る
衆
議

院
総
選
挙
の
投
票
会
場
で
あ

り
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

「
選
挙
会
場
は
静
音
の
保
持

が
必
須
。
ス
タ
ー
ト
合
図
の

ピ
ス
ト
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
音

楽
、
呼
び
出
し
等
の
ス
ピ
ー

カ
ー
の
使
用
も
控
え
、
観
衆

の
歓
声
に
も
配
慮
を
」
と
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
条
件
下
で
の
運
動
会

開
催
は
難
か
し
く
、
大
会
本

部
は
、
今
年
の
運
動
会
は
順

延
を
す
る
こ
と
な
く
中
止
と

判
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
体
育
振
興
会
で

は
す
で
に
競
技
者
用
の
買
品
、

ラ
ッ
キ
ー
宜
の
栄
品
な
ど
を

購
入
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

女
性
会
も
模
擬
店
の
チ
ケ
ッ

ト
販
売
を
済
ま
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
学
区
民
に
迎
元
を
す
る

必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

15
日

（日
）
午

前

10時
よ
り
せ
ん
だ
ん
ホ
ー

ル
で
ゲ
ー
ム
形
式
の
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
京
中
学
校
の
増
田
校
長

先
生
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、

福
井
連
合
会
会
長
と
、
今
年

就
任
さ
れ
た
山
岸
体
育
振
興

会
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
会
は

始
ま
り
、
櫻
田
新
審
判
長
の

ル
ー
ル
説
明
の
あ
と
ゲ
ー
ム

大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
方
法
は
、
あ
み

だ
く
じ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
、
カ

ー
ド
に
よ
る
抽
選
な
ど
多

彩
な
方
法
で
楽
し
く
行
わ

れ
、
体
振
役
員
の
工
夫
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
予
定
さ
れ

て
い
た
団
体
戦
の
順
位
を
決

め
、
個
人
戦
の
順
位
も
決
定

し
、
賞
品
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。
会
の
終
わ
り
に
は
例
年

通
り
ラ
ッ
キ
ー
買
の
抽
選
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
会
中
止
は
残
念
な
事

で
す
が
、
楽
し
く
盛
り
上
が

っ
た
こ
の
会
は
、
学
区
民
の

交
流
と
し
て
有
意
義
な
も
の

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
山
岸

会
長
以
下
体
育
振
興
会
役
員

の
み
な
さ
ん
、
女
性
会
の
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

編
集
部

浅
野

二
朗

スプーンリレーはジャンケンで1位小田原、 2位材木

10
月
15
日

（日
）
あ
い
に
く

の
空
も
よ
う
で
、
修
徳
ふ
れ
あ

い
大
運
動
会
は
、
せ
ん
だ
ん
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
会
は
恒
例
の
模
擬
店
で
、

お
寿
司
、
赤
飯
、
飲
み
物
、
き

つ
ね
う
ど
ん
、
み
た
ら
し
団
子
、

た
く
あ
ん
の
販
売
を
担
当
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
全
て
お
持
ち
帰
り
と

な
り
、
早
朝
よ
り
「
き
つ
ね
う

ど
ん
」
の
個
別
袋
入
り
を
準
備

し
て
各
町
内
ご
と
に
全
て
の
品

を
仕
分
け
、
町
委
貝
さ
ん
が
購

入
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
お
渡

し
出
来
る
よ
う
に
準
備
を
整
え

て
下
さ
い
ま
し
た
。
特
に
今
回

も
早
朝
よ
り
会
長
の
ご
家
族
の

協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
毎
年
好
評
の

「
み
た
ら

し
団
子
」
を
焼
き
た
て
で
皆
様
に
お
届
け
出
来

ま
し
た
。

今
年
も
女
性
会
の
メ
ン
バ
ー
の
お
陰
で
地
域

の
絆
を
深
め
る
運
動
会
の
お
手
伝
い
を
無
事
終

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
幹

事

木

下
喜
美
代

回甑舜猛置

自

信

作

老
い
ひ

t
り

胡
飲
ん
だ

危
い
よ

絨
実
に

小

西

宏

之

小

塩

史

子

9
月
7
日

（木
）
夜
、
町

内
住
民
7
名
が
消
防
分
団
器

具
庫
で
応
急
手
当
講
習
を
受

講
し
ま
し
た
。

訓
練
用
ダ
ミ
ー
人
形
の
胸

を
押
す
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
や
、

訓
練
用
A
E
D
を
使

っ
た
電

気
シ
ョ
ッ
ク
の
方
法
な
ど
を

修
徳
消
防
分
団
貝
、
下
京
消

防
署
員
の
ご
指
導
に
よ
り
体

験
し
ま
し
た
。

万
が

一
、
家
族
の
命
が
危

う
い
時
、
教
え
て
い
た
だ
い

た
救
命
法
を
思
い
出
し
、
勇

気
を
持
っ
て
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

御
供
石
町
町
内
会
長

吉

川

幸

伸

よ
ー
‘
笑
う

夜
の
深
ざ

多

9
l
}ヽ

t

f
 

見
が
帰
り
束

1
夏
の
雲

生
さ
た
つ
も
り
の
足

t
棲

ゆ
っ
く
り
行
、
、
う
蛉
が
含
う

過
去
を
見
ず

つ
も
り
の
屎黒
い

1
あ
る

屑
肘
依
っ

1
戻
る
家

一
人
居
に
な
り
知
り
ま
し
た

自
〈
n
ひ
じ
り

T悦
に
入
る

含
葉
尻
か
ら顔
を
出
す

つ
も
り
つ
も
り

T

束
た
八
十
＇
路 北

川

親

枝

“ 
ク
立
圧
計
に

旅
行
プ
ラ
ン

三
寒
3

温

世

話

人

都

倉

行
さ
っ
戻
り
つ
桜
咲
く

槌
れ
ず
切
れ
ず生
さ

1
い
る

ふ
ら
し

T今

aも
過
ざ

7
行

く

川
柳
勉
強
会
は
第
1
、
第
3
木
曜
日
、
夜
7
時

30
分
か
ら
第
2
会
議
室
で
開
い
て
い
ま
す
。

ど
な
た
さ
ま
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

昭
蔵

（弁
財
天
）

ャ
ム
を

`
1
,
4
 

決
め

7
1
1汎
れ
る
老
い
同
士

自
信
の
な
ざ
を
見
破
ら
れ

今

aも
拝
ん

T老
い
に
泊

（五
十
音
順
）

吉

川

文

子

は
ド
は
ド
の

赤
い
糸

宮

川

博

子

心

5
月
28
日

（日
）
、
平
成

29
年
度
月
見
町
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

晴
天
の
も
と
総
勢
20
名
に

て
、
比
叡
山
の
西
麓
に
あ
り

ま
す
「
エ
ク
シ
ブ
京
都
八
瀬

離
宮
」
へ
参
り
ま
し
た
。

美
し
い
新
緑
に
囲
ま
れ
た

庭
等
を
散
策
し
、
そ
の
後
‘
一
-

昼
食
に
和
会
席
を
い
た
だ
き
•
/
­

ま
し
た
。

町
内
の
皆
様
と
楽
し
く
過

ご
し
、
よ
り
懇
親
を
深
め
ら

れ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

月
見
町
P
R
情
報
委
員

山

崎

桂

月
見
町

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

6
月
3
日

（土
）
恒
例
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
懇
親
会
会
場

（小
畑
様
ガ
レ
ー
ジ
）
で
防

火
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

下
京
消
防
署
の
大
矢
消
防

士
が
大
規
模
災
害
時
の
心
構

え
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

材
木
町
で
は
裳
災
時
の
一

時
集
合
場
所
を
小
畑
様
ガ
レ

ー
ジ
と
定
め
て
お
り
、
万
一

の
時
は
こ
こ
に
集
合
し
、
お

互
い
の
安
否
を
確
認
し
た
後

に
皆
で
協
力
し
て
消
火
、
救

助
、
救
命
等
、
必
要
な
行
動

を
取
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

こ
°
t
 材木
町
P
R
情
報
委
員

澤

田

泰

弘

材
木
町

防
火
座
談
会
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平
成
29
年
6
月
ご
ろ
か
ら

9
月
に
か
け
て
京
都
で
は
特

殊
詐
欺
が
多
発
し
、
特
殊
詐

欺
特
別
警
報
（
サ
ギ
・
レ
ッ

ド

・
ア
ラ
ー
ト
）
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。

（下
段
の
表
を
参
照
）

手
口
は
年
々
巧
妙
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

A
さ
ん
宅
に
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま

す
。
普
段
か
ら
詐
欺
に
気

を
つ
け
て
い
る
A
さ
ん
は
、

「
わ
た
し
は
、
こ
ん
な
も
の

に
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と
電
話

を
切
り
ま
す
。

数
日
後
、

警
察
か
ら

「特

殊
詐
欺
に
気
を
つ
け
て
く
だ

快
晴
と
ま
で
は
い
か
な
い

が
青
空
と
白
雲
が
半
々
ぐ
ら

い
、
ま
ず
気
持
い
い
五
月
晴

れ
の

5
月
26
日
（
金
）
、
修

和
会
は
春
の
日
帰
り
旅
行
に

亀
岡
湯
の
花
温
泉
の
奥
に
あ

る
姻
川
温
泉
へ
出
掛
け
ま
し

こ
°
t
 10時
20
分、

34
名
は
五
条

室
町
を
出
発
。
バ
ス
は
一
路

五
条
通
9
号
線
を
ひ
た
走
り
、

ま
も
な
く
高
速
老
の
坂
。
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
も
う
視

界
は
近
く
の
森
も
遠
く
の

山
々
も
沿
道
の
雑
草
ま
で
も

新
緑

一
色
。
五
月
の
日
差
し

圏>
さ
い
」
と
の
電
話
が
あ
り
、

A
さ
ん
は
自
慢
げ
に
「
私
は

大
丈
夫
。
先
日
も
オ
レ
オ
レ

詐
欺
を
撃
退
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

警
官
を
名
乗
る
者
は
「
あ

な
た
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
人

に
は
是
非
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。
次
に
詐
欺
犯
か
ら
電

話
が
あ
っ
た
ら
私
に
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
犯
人
を
検

挙
し
ま
す
か
ら
」
と
の
こ
と
。

数
日
後
ま
た
オ
レ
オ
レ
詐

欺
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま

す
。
A
さ
ん
は
先
日
の
警
察

官
へ
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

「だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
を
し

て
犯
人
に
現
金
を
渡
し
て
く

れ
。
現
金
の
や
り
と
り
の
場

に
明
る
い
車
内
は
話
が
は
ず

み
ま
す
。
亀
岡
に
か
ら
下
の

追
へ
下
り
て
美
し
い
水
田
の

間
を
走
り
抜
け
て
ま
も
な
く

湯
の
花
温
泉
郷
へ
到
着
。

ホ
テ
ル
の
名
前
は
「
姻
川
」

（け
ぶ
り
か
わ
）。

い
い
名
前

で
す
ね
。（
実
は
こ
の
名
に
魅

か
れ
て
参
加
し
た
の
が
本
音

か
も
）
。
ホ
テ
ル
の
方
に
聞
く

と
近
く
に
流
れ
る
川
の
名
だ

と
か
。
そ
の
方
も
こ
の
名
が

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

会
食
の
時
間
ま
で
休
憩
の

間
に
温
泉
に
入
る
組
、
曲
底
園

を
現
行
犯
逮
捕
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
。

A
さ
ん
は
市
民
が
警
察
に

協
力
す
る
の
は
当
た
り
前
、

わ
た
し
も
ま
だ
ま
だ
社
会
に

貢
献
が
で
き
る
ん
だ
と
思
い
、

す
す
ん
で
だ
ま
さ
れ
た
ふ
り

を
し
ま
す
。

賢
明
な
読
者
は
も
う
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
が
、
警
察
官

を
名
乗
る
も
の
は
偽
者
で
、

は
じ
め
の
詐
欺
電
話
か
ら
の

す
べ
て
が
犯
人
グ
ル
ー
プ
の

芝
居
で
す
。
も
ち
ろ
ん
お
金

は
戻
り
ま
せ
ん
。

こ
の
他
、
還
付
金
型
や
架

空
請
求
型
な
ど
手
口
は
ど
ん

ど
ん
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

を
見
に
行
く
組
、
庭
園
を
楽

し
む
組
な
ど
に
分
か
れ
て
十

分
に
里
山
気
分
に
寛
ぎ
、
い

よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
、
お
昼

の
膳
に
つ
き
ま
し
た
。
宴
会

場
の
障
子
窓
を
開
け
放
つ
と

目
の
前
に
新
緑
に
輝
く
里
山

が
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

乾
杯
に
つ
づ
い
て
料
理
が

運
ば
れ
ま
す
。「
野
点
会
席

つ
ど
い
j

。
三
段
重
ね
の
重

箱
に
だ
し
巻
き
、
焼
き
魚
、

造
り
、
炊
き
合
わ
せ
、
ど
れ

も
美
味
し
い
と
こ
ろ
へ
鶏
つ

く
ね
、
天
ぷ
ら
、
茶
碗
蒸
し
、

ど
ん
ど
ん
テ
ン
ポ
よ
く
運
ば

れ
て
く
る
の
で
お
運
び
さ
ん

に
ひ
と
言
、
美
味
し
い
ね
と

感
心
し
た
ら
、
そ
ん
な
に
喜

ん
で
い
た
だ
い
た
の
で
は
と
、

メ
ニ
ュ

ー
を
持
っ
て
き
て
く

自
分
は
大
丈
夫
、
だ
ま

さ
れ
る
は
ず
が
な
い
、
巳
◆況

と
い
う
過
信
こ
そ
が
戸

状

険
で
す
。

お
金
に
ま
つ
わ
る
電

挙

話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

検

ま
ず
は
誰
か
に
相
談
し

欺

こ
目

詐

i1
殊

ま
し
ょ
う
。
近
く

談
で
き
る
相
手
が
い
な

特

い
場
合
は、

迷
わ
ず
警

◆

察
に
電
話
し
て
く
だ
さ

、
。
し元
両
替
町
交
番

(
3
5
1
I
0
5
9
4
)
 

下
京
警
察
署

(
3
5
2
I
O
1
1
 o) 

昭
蔵

（弁
財
天
）

れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
梅

ご
は
ん
、
赤
出
し
、
漬
物
、

デ
ザ
ー
ト
と
締
め
く
く
り
ま

で
出
来
た
て
ご
馳
走
の
連
続
、

こ
の
間
、
向
井
さ
ん

（元
両

替
）
の
ク
イ
ズ
や
懐
か
し
い

唄
な
ど
で
和
や
か
ム
ー
ド
満

喫
。
惜
し
く
も
丁
度
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

フ
ロ
ン
ト
で
み
な
さ
ん
、

お
土
産
を
た

っ
ぷ
り
。
荷
物

は
増
え
て
も
送
り
バ
ス
の
あ

り
が
た
さ
。

帰
り
も
順
調
よ
く
五
条
室

町
に
帰
着
。
爽
や
か
な
一
日

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
お
世
話
の
み
な
さ

ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。都

倉

防
犯
推
進
委
員
協
議
会

会

長

問

場

照

夫

検挙件数

検挙人員

平成28年8月末

71 
46 

平成29年8月末

冑
前年比
+71 (200%) 
+29 (163%) 

弁

財

天

町

都

倉

昭

蔵

胡
煤
雨
ざ
え
も

哀
l
い
色

棺

ク
テ
糸
も
棧
糸
も

l
っ
か
り
三

世
代

i
だ
ま
だ
半
ば
砂
時
計

あ
さ
ら
め
る
な

そ
れ
か
ら
一
線
ひ
さ
ま
し
た

あ
ぶ
な
{

1

花
の
寺

拝
む
の
を
忘
れ
マ
碕
っ
た

〈特殊詐欺の代表的手口〉
●有料サイトの利用料金の未払いを口実に現金を蝙し取る架空請求詐欺
●警察官や金融機関職員を名乗り、預金保設を口実に現金を蒻し取るオレオ レ詐欺
●息子などの親族を名乗り 、示談金や損失補填金を口実に現金を馴し取るオレオレ詐欺
●税金等の還付手続きを装ってATMを操作させて現金を蒻し取る還付金詐欺

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

推
進
表
彰（

環
境•う
る
お
い
）

10
月
15
日

順
恵
（
玉
津
島
）

中
村

京
都
市
市
民
憲
章

推
進
者
表
彰（安
心
安
全
部
門
）

6
月
15
日

正
治
（
高
砂
）

京
都
府
交
通
対
策
協
議
会

交
通
安
全
功
労
等
表
彰
10
月
13
日

岩
田

友
美
（
月
見
）

山
崎
加
代
子
（
大
江
）

村
山

体
育
振
興
会

会
長

山
岸

裕

明

9
月
10
日

（日
）
渉
成
小
学
校
で
行

わ
れ
た
下

ー
l

京
区
予
選

ぃ

＼

会
に
出
場

し
た
修
徳

．
 

女
子
バ
レ

i

ー
ボ
ー
ル

3
 
•• 

チ
ー
ム
は
、

見
事
B
ブ

11,

．

ロ
ッ
ク
で

．
 
.• 
9

t
I
I
;
 

優
勝
を
果

た
し
、

11
月
26
日
（
日
）
ハ
ン
ナ
リ
ー

ズ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
京
都
市
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま

し
た
。

上
田
家
（
小
田
原）

10
月

＂ 
社会福祉法人 京都福祉サービス協会

総合福祉施設 修 徳
京都市下京区新町通松原下る富永町110-1

勝
岡

博
（
御
供
石
）10
月

井
上

利

子

（材
木
）10
月

（沢
田
八
重
長
女
）

寺
田
家
（
大
江
）

9
月
8
月

太
田

中
村

転

出

ぉ
元
気
で

齊

籐

清

美

米特別養護老人ホ

米ショート ステ イ

米デイサーピスセ ン ター

米地域包括支援センタ ー

米居宅介護支援事業所（ケアブランセンター）

米児 童

ー ム

館

合 351

ff 351 

ff 351 

云 351

ff 351 

- 21 Bl 

-2139 

- 2191 

-2153 

-2152 

ft 353 - 6399 

都
倉

好
子
（
弁
財
天）

9
月
28
日

享

年

83

田
中

豊
市

（大
江）

8
月
16
日

享

年

85

沢
田
八
重
（
材
木
）

8
月
16
日

享

年

88

8
月
1
日

5
月

鎌
田
ま
す
江

（
藪
下
）享
年
101

稔
子
（
弁
財
天）

俊
男

（深
草
）

前
田

昌
美
（
藪
下
）

7
月
18
日

享
年
48

10
月
25
日

（
月
見
）

4
月

久
保
村
雅
子

（
月
見
）享
年
92

近
畿
更
生
保
護
女
性
会
連
盟

会
長
表
彰

訃
報

積
鱈

▼
今
年

は
大
政

奉
還
150
年
周
年
。

「
明
治
維
新
と
い

う
過
ち
／
原
田
伊

織
」
「
呪
わ
れ
た

明
治
維
新
／
星
亮

こ
「
維
新
革
命

へ
の
道
／
苅
部
直
」
な
ど
、

明
治
維
新
を
見
直
す
出
版
が

相
次
ぐ
。
勝
っ
た
薩
長
新
政

府
の
歴
史
観
で
は
な
く
敗
れ

た
幕
府
会
津
の
立
場
に
立
っ

た
歴
史
観
だ
。

さ
て
修
徳
新
聞
は
ま
も
な

く
発
刊
100
号
を
迎
え
る
。
新

聞
は
こ
の
数
年
同
じ
よ
う
な

記
事
の
繰
り
返
し
が
目
立
つ
。

100
号
を
機
に
視
点
や
立
場
を

変
え
た
記
事
が
欲
し
い
。
花

水
副
委
員
長
の
力
を
得
て
新

企
画
、
新
シ
リ
ー
ズ
の
掲
載

を
目
指
そ
う
と
思
う
。
学
区

の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

帽




